３　荘園時代のまとめ
天文測量法による　　　文献、東郷庄和与中分図、諸家系図によって地方の荘園の動きを述べてきたのであるが、この
和与中分図　　　　　庄園絵図はだいたい縮尺１万分の１にあたるという見当は、大阪市立大学渡辺教授と筆者の意見が一致した。そして人文地理学の立場から、この地図の精査に当っている渡辺教授は、しばしば東郷湖の周辺地区を踏査し、７００年前の地形推定に力を注ぎ、まず地図作製の技術面に注目した。その結果、この地図は天文測量法によっていることが、つぎのことでほぼわかった。

天文測量法となる　　　（１）池の形を描き出すために、鷺田ガ鼻を基点とし、また弁天岩の方角を定める見透し線を

根拠　　　　　　　　　　　　引くために湖中に２そうの舟を浮べていること、その舟が絵図中に描いてある。舟人は烏帽子を冠り装束を着けている。これは測量技術員の姿であることに着目された。
　　　　　　　　　　　（２）次に南谷天神山、東郷北山、松崎城のあたり、日下ガ鼻に補助基点を置くなど、あまり見透しのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),利)かない高峯からは測っていない。そうして三角測量をしたらしい。
　　　　　　　　　　　（３）しかしでき上がった成図の東西南北の方角は、それぞれ北極星と３０度のズレが認められる。これは何に原因するか。天文測量したとみて、春分・秋分の日の出、日の入り点で東西を見出したのと、そのときの北極で南北を決めた場合と３０度の差があるとすれば、これは冬至に近いころに測量したものと考えられる。

　　　　　　　　　　　（４）中分絵図の裏銘の「１１月　日」もまたこれを有力な裏付けとなる。

　　　　　　　　　　　（５）東郷湖以南の連山の山容の描き方からみても、松崎城の丘に立ってはじめて描き出したものとみえる。
　　　　　　　　　　　などの所見を提示され、なるほどと思わせられた。羽合条里制地割においても磁石の極点と１
０度の差があり、どうも北極星と春分・秋分の日の出入点との直角線によったらしいことは、ど
ちらも天文測量ではあっても、その時期に違いがあったものと思える。

測量時期による　　　　こんなことから考えると、秋喜田圃の条里地割が少々東西線が菱形になっていることは、やは

方向のズレ　　　　　り測量時期が羽合のそれと異なっていたかも知れない。北条条里の方向にズレのあるのは、天神川（北条川）と茶臼山の方向と、これに伴うデルタの微傾斜方向に制約され、灌漑水を導入する便利も考えての別の意図によったものかも知れない。
全国稀有の正確度　　　とにかく東郷庄和与中分図ができるまでには、たびたびの領家と一ノ宮と地頭の間に渦巻いたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かくしつ),確執)があり、碁石を並べたように点在した三種の領地間の地堺の争いと、直務進退と守護受地の貢納米の未進など、いろいろの紛争の訴訟を受け止めかねた幕府も、紛争当時者を幕府問注所によび出し示談中分の手を打ち、点々と離ればなれの土地は一ヵ所にまとめさせ、屈曲した境界はなるべく端直線を引き、山の峯、谷川の自然境界も利用してでき上ったのがこの絵図面であろう。何しろ経済利害に関係のあるところであるから、測量にも慎重を期し、面積の誤差を少なくし、地図の解釈によって起こる後日のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もん),悶)着を絶つためにも、当時の最高の技術をふるったものと見える。正確に近い点においても、地図の古い点においても、全国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),稀)有のものである。東大寺領越前の庄園絵図などはこれよりもっと疎雑な地図である。
争いをさける為、　　　こうしてまで用意周到に地図はでき上がり、各領主は一時納得の姿でいても、地頭の押妨はそ

松尾社へ土地の寄　　の後もしきりに起こったので、前に列挙した訴状に対する執達状、安EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ど),堵)状の発券となり、所領地

進をする　　　　　　や地頭職の譲り置文となってあらわれたのである。この間における地頭原田氏も、種頼・種平以下鎌倉内の騒EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょう),擾)や、元宼の弘安役で第一線に立ち討死したものもあり、或は戦功を立てたものもあったが、当時は没官領のあまりなかったこの時代であるから、おそらく期待するほどの恩賞にもあずかれなかったであろうし、その上伯耆における所領地も下地・得分の確保にも不安を生じ、三朝、竹田、東郷、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くつが),笏賀)の諸領を３位以上の格式を持つ松尾領に寄進して、松尾社家の尊崇をバックとして得分をようやく保っていたものと思える。この動揺は室町時代には一層甚だしくなってくる。
